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●平成２７年度（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日） 

患者さんに影響があった、あるいはその可能性があったインシデント 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

平成 27年度、職員から 3049件のインシデント報告がありました。薬剤に関するものが約 3

割、ドレーン・チューブ類に関するものが約 2.5 割、と前年度とほぼ同様の結果でしたが、転

倒・転落が 2割弱と若干減少しました。 

重要な事例については再発防止のため、関連部署や関連する委員会などと、原因究明や

対策について検討しています。 

 

●お薬を飲まれるときのご注意 

包装シートは一錠ずつ小さく切り離さないで、その都度、お薬だけを取り出して服用してくだ

さい。誤飲防止のため、一錠ずつ切り離せないような包装シートに変更しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お薬は自己判断で中止せず、余る場合は医師や薬剤師に相談しましょう。 

お薬は特別な指示がある場合を除き、処方された日数分を服用するのが原則です。自己

判断で飲むのを中止せず、処方されたお薬は飲みきりましょう。 

それでも飲み忘れや受診の間隔によって、お薬が余ってくる場合があります。その時は、

遠慮せずお薬をもらっている病院・診療所・薬局などの医師、薬剤師にご相談ください。 

項目 件数 ％
（１）薬剤 913 29.9
　（うち与薬に関するもの） （755） (24.8)
（２）輸血 9 0.3
（３）治療・処置 142 4.7
（４）医療機器等 62 2.0
（５）ドレーン・チューブ 697 22.9
（６）検査 244 8.0
（７）療養上の世話 823 27.0
　（うち転倒・転落） （511） (16.8)
（８）その他 159 5.2

合計 3049 100.0

 概要
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●医療安全標語：テーマ「確認行為の徹底」 

11 月 25 日の医療安全の日を含む日曜から土曜までの 1 週間は医療安全推進週間です。

平成 27年度は、「確認行為の徹底」をテーマに医療安全標語に取り組みました。 

院内 34 部署から医療安全標語が投稿され、来院された方々の人気投票などから優秀作品

を選びました。 


